
計画の位置付け 

「三島市水道ビジョン及び水道事業経営戦略（2024-2033）」は、「第 5 次三島市総合計画」に基づき、近年、わが

国で発生した大規模災害や社会経済情勢の変化などを踏まえ、計画内容の見直しや事業実施スケジュールの再検証

を行ったものであり、将来の水道事業の方向性を指し示すマスタープランとして位置付けられるものです。 

 

 

 

 

（2）更新費用の増加 

   下表のとおり、管路及び施設の老朽化により既に実耐用年数を超過したものが多数存在しています。 

今後は、アセットマネジメント※手法を活用し、長寿命化を図るとともに、耐震化など優先すべき事業の前倒

しや、更新費用の平準化を考慮した計画を検討することが重要となります。 

 

  平成 25 年 3 月に厚生労働省より公表された「新水道ビジョン」では、50 年後、100 年後の将来を見据え、水

道事業の理想像を「安全」、「強靭」、「持続」の観点から明示するとともに、その理想像を具現化するための当面

の取組みや方策を示すよう求められていることから、本市水道事業が抱える課題を「安全」、「強靭」、「持続」の

観点に分類し、課題に対する実現方策を整理しました。 

本市水道事業における基本理念、現状の課題、基本方針・実現方策を以下に示します。 

 

3．将来像及び実現方策の設定 

【概要版】三島市水道ビジョン及び水道事業経営戦略 
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(百万円) 今後40年間の管路及び施設の更新需要（実耐用年数）

管路 施設

平準化後

（後期20年：R24～R43)

年平均

12億3千2百万円

平準化後

（前期20年：R4～R23)

年平均

17億7千4百万円
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１．はじめに 

三島市水道ビジョン及び水道事業経営戦略改定の趣旨 

本市では、平成 25 年度に「三島市水道ビジョン」の見直しを行い、さらに平成 29 年度には、「三島市水道事業経

営戦略」を策定し、安全・安心な水の供給や健全な事業経営に努めてきました。令和元年 10 月には、改正水道法が

施行され、広域連携、適切な資産管理、官民連携の推進等、水道事業の基盤強化が求められています。また、前回の

水道ビジョン策定から 10 年が経過し、人口減少による水道利用者の減少、節水型ライフスタイルの定着による水道

使用量減に伴う水道料金収入の減少及び施設の老朽化による更新需要の増加等の課題が生じています。加えて近年

では、DX の推進、環境対策への取組みなど、水道事業を取り巻く環境は刻々と変化しています。 

こうした状況を踏まえ、「三島市水道ビジョン」及び「三島市水道事業経営戦略」を集約・統合し、今後も安全・

強靭かつ持続的な水道事業経営を行っていくための事業経営の指針となる「三島市水道ビジョン及び水道事業経営

戦略（2024-2033）」を策定いたしました。 

２．将来の事業環境の見通し 

 （1）人口及び給水量の予測 

「三島市人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略」では、2065 年度の人口を 83,695 人と推計して

います。この推計において、令和 4 年度実績値で補正すると目標年次である令和 15 年度において、推計人口

101,364 人となり、その後も人口減少が想定されます。 

また、人口減少に伴い、有収水量及び給水量は減少傾向で推移するものと想定されます。このため、料金収入

の増加は見込めない状況にあり、今後は人口や水需要の減少に伴う給水収益の減少が予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 行政区域内人口の推移 図 有収水量及び給水量の推移 

図 更新費用の推移 
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【更新費用の推移】 

令和 4 年度までの更新対象

の管路・施設を集約したもので

あり、使用年数の再評価や修繕

等の長寿命化対策等を行い前

期（20 年）及び後期（20 年）

において更新費用の平準化を

図っていきます。 
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※アセットマネジメントとは 

中長期の管路・施設の更新の

見通しを試算し、計画的な投資

を進めるため、更新費用の平準

化等により資産管理していくこ

と。 
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平成25年3月（厚生労働省）

地域とともに、信頼をつなぐ

日本の水道

新

安全 強靭 持続

「経営戦略」の改定推進について

令和4年1月（総務省）

より質の高い経営戦略の策定

三島市水道ビジョン及び水道事業経営戦略（2024-2033)

【計画期間】令和6年度～令和15年度（10年間）

三島市水道ビジョン（改訂版）

平成26年度～令和5年度

三島市水道事業経営戦略

平成30年度～令和9年度

第5次三島市総合計画：令和3年3月

せせらぎと緑と活力あふれる

幸せ実感都市・三島

令和3年度～令和12年度
改正水道法：令和元年10月

今後 40 年間の管路及び施設の更新費用（実耐用年数） 
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R9までは黒字
【H29計画】
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【実績】 【計画】
R9損益赤字

 本市水道事業の経営環境の見通しは、人口減少などにより給水収益が減少する一方で、老朽化施設の更新や耐震

化事業に多額の経費が必要な状況となります。今後想定される厳しい経営環境の中でも安全な水道水の供給を継

続するために、中長期的な視点で財政収支計画を策定する必要があります。 

平成 29 年度に策定した三島市水道事業経営戦略における財政収支計画に対して、令和 4 年度までの実績値に基

づき、令和 15 年度までの計画値について見直しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討結果】 

現在の社会情勢から、動力費などの物価高騰により、管路更新については、年々更新距離が減少しており、ケー

ス１の建設改良費では、更新延長が年間 2.8 ㎞との試算で老朽管が蓄積し水道水の安定供給に支障が生じる恐れが

あります。また、ケース２では、更新費用が増大し財政的負担が大きくなるため、令和 9 年度以降の財政収支計画

の年間投資額については、小口径の配水支管（φ75 ㎜以下）を事後保全（修繕対応）とすることで、事業費を抑え

つつ実耐用年数を考慮した有効な管路更新を行うことが可能なケース３を基本といたします。 

6．今後に向けた方針 

７．水道ビジョン及び水道事業経営戦略の事後検証等 

 本ビジョン及び経営戦略の各施策を着実に実施するために、PDCA サイクルに基づいたフォローアップによって、

計画の策定（PLAN）、事業の推進（DO）、達成状況の確認（CHECK）、改善の検討（ACTION）を繰り返し行います。 

 また、三島市水道事業及び公共下水道審議会において、1 年サイクルの業務評価に加え、3 年から 5 年ごとの中

間見直しを行っていくことで、実効性のある PDCA サイクルを構築します。 

令和 4 年度において維持管理費（動力

費・修繕費）が高騰し、今後も物価の上昇

傾向が続くと考えられることから、経常損

益は減少し、現行の建設投資を維持した場

合においても令和 9 年度に純損益が赤字

となる見込みです。したがって、水道機能

の維持のために、適正な料金水準につい

て、検討を行っていく必要があります。 

一部の設備及び管路について、既に老朽

化による更新時期が到来しており、早期の

更新が必要です。 

今後も、建設事業計画の見直しを図り、

内部留保資金や企業債をバランス良く活

用し最適な投資額を確保していく必要が

あります。 

4．財政収支計画の見直し 

【事業効果等】 

ケース１ 
建設改良費は抑制できますが、年間管路更新延長は 6 ㎞であったものが 2.8 ㎞となり、管路

更新のペースが現行の半分程度となり、老朽管が蓄積し漏水等のリスクが高まります。 

ケース２ 
年間管路更新の延長は伸びますが、管路更新に係る費用が増大し、企業債による資本的収支

不足額も積み上がり、将来の財政的負担が大きくなります。 

ケース３ 

小口径の配水支管（直径 75 ㎜以下）を事後保全（修繕対応）とすることで、事業費を抑制

しつつ、基幹管路から優先順位を付けて更新することで大規模な漏水リスクも軽減され、ま

た、実耐用年数を考慮した有効な管路更新も行っていくことが可能となります。 

【適正な財源確保に向けて】 

財政収支計画の見直しにより、令和 8 年度までは、収益的収支は黒字を維持して事業を継続していくことがで

きますが、令和 9 年度には、収益的収支が赤字になる見通しとともに、資本的収支においても内部留保資金が建

設改良費計画額に比べて下回る見通しとなり、必要な年間投資額の検討を行った結果、令和 8 年度までは現計画

通りとして、令和 9 年度以降は上記ケース３を基本とした財政収支計画を考えております。 

なお、総務省から計画的な改定を要請される一方で、動力費をはじめとした直近の物価動向等の経済状況が流

動的であることから、より正確な推計ができるよう、収支が赤字となる見通しの令和 9 年度以降を見据え、令和

7～8 年度頃に、適正な財源確保に向けた審議を行っていただきいと考えております。 

5．経営目標の設定 

 三島市水道ビジョンに掲げる実現方策を推進するため、計画期間内における経営目標を以下の通り定めます。 

見直し 

［収益的収支の見直し］ 

 

［資本的収支の見直し］ 

見直し 

給水収益が減少する中で、財政収支計画の見直しを行った結果、令和 9 年度以降の財源を確保するため新たな

財政収支計画の検討が必要となりました。そのため、今後の年間投資額について、管路更新と適切な維持管理に

着目して 3 つのケースを次のとおり検討しました。 

収益的収入 

収益的支出 

当年度純損益 

資本的収入 

資本的支出 

内部留保資金 

(１) H29 年度経営計画（現計画） 

(２) 現計画（現行料金）の見直し 

(１) H29 年度経営計画（現計画） 

(２) 現計画（現行料金）の見直し 

経営目標の設定 

‣損益の目標 単年度黒字を維持 

‣財政収支計画の目標 
R6～R8 現計画を維持 

R9～R15 安定した水道機能維持及び建設改良に必要な資金を確保 

‣管路更新の目標 管路の更新率年 1％以上を維持 

‣主要施設の耐震化の目標 配水池躯体の耐震化率 97％ 
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R9内部留保資金が計画

額を僅かに下回る

【H29計画】
建設改良費計画額

7.8億円
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R9内部留保資金が

計画額を下回る

【実績】 【計画】

建設改良費計画額7.8億円

 

 

計画年度 R6～R8

検討ケース ー ケース１ ケース２ ケース３

計画方針 現計画を継続
現行の建設改良費7.8
億円を継続する場合

実耐用年数に基づき全
管路を更新する場合

φ75㎜以下の管路を事
後保全とする場合

建設改良費
(施設含む)

7.8億円 ※1 7.8億円 23.7億円 17.3億円

年間の管路
更新延長

6㎞ ※2 2.8㎞ 11.3㎞ 5.7㎞

R9　～　R15
※1 令和 6 年度から令和 8 年度ま

では、現計画の建設投資額（7.8 億

円）を維持します。 

 

※2 令和 6 年度から令和 8 年度で

は、現計画の実耐用年数を踏まえ

た年間 6 ㎞の管路更新を目標とし

ています。 

 

 

 

資本的収入 

資本的支出 

内部留保資金 

 

現計画 新たな計画 


